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市レッドデータブックのトンボ
～トラフトンボ～

金属光沢が美しいチョウトンボ

み～つけた
ちっちゃ

な自然
NO. 148

那須塩原自然を愛そう

庭の草取りをしていたら、とても綺麗なタマムシ色の虫を見つけました。日
本で最も美しいカメムシの一つ、アカスジキンカメムシと言うそうです。

投稿者　　港�さん（80代女性�中央町）
撮影場所　中央町（撮影日��H29.6）

あなたの"珍"を募集中
≪応募方法≫
方法①�きらきらホット
　　　�なすしおばらに投稿
　　　�珍百景投稿用フォームに
           必要事項を入力。

方法②�シティプロモーション課に電話
　　　　☎（62）7109

●必要事項
　住所、氏名（ペンネーム）、電話番号、年齢、性別、
　珍百景写真、タイトル、撮影日、コメント（100 字
　程度）

●注意点
※人権侵害、政治・宗教活動、意見広告や宣伝につ
　ながるものなど、掲載できない内容があります。
※内容を変えない範囲で添削する場合があります。
※被写体の人物または所有者などに許可を得てから
　応募してください。
※インターネットなどからの転載はご遠慮ください。
※応募いただいた写真は市の情報発信活動に使わせ
　ていただく場合があります。

びっくり！色鮮やかなカメムシ発見百景
なすしおばら

珍

那須塩原市役所
シティプロモーション課
「広報なすしおばら係」行

ご住所

那須塩原市

お名前

読者プレゼントに応募しない場合は☑をいれる

☎電話

年齢 性別歳 男　・　女

□�応募しない

ペンネーム
（希望者のみ）

（掲載する場合は実名ではなく、イニシャルで掲載します）

３ ２ ５ ８ ５ ０１
お手数ですが

62円切手を

貼ってください

広報なすしおばら 2017.7�No.301

トラフトンボ　撮影日時：2016.5.14　9:53　撮影場所：市内

初バ
編集後記

トラフトンボって

体長5cmほどのエゾトンボの仲間。黄色と黒
のトラ柄が特徴。成虫は4月下旬に現れ、6
月まで見られる。水草が生えるため池にすむ。
県内でもごく限られた地域でしか見られない
希少な種。那須塩原市レッドリストでは絶滅
危惧Ⅱ類（Ｂランク）に選定されている。

　
今
年
の
３
月
に『
那
須
塩
原
市
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
２
０
１
７
』が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
と
は
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ

る
野
生
生
物
の
情
報
を
ま
と
め
た
本
で
す
。
生

き
物
の
現
状
と
存
続
が
脅
か
さ
れ
る
要
因
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
多
く
の
生
き
物
が

す
む
環
境
を
保
全
す
る
活
動
に
役
立
て
る
の
が

狙
い
で
す
。

　
今
回
発
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
私
が
担
当
し

た
ト
ン
ボ
類
は
、
こ
れ
ま
で
に
市
内
で
確
認
さ

れ
て
い
る
73
種
の
約
３
分
の
１
に
あ
た
る
26
種

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
ン
ボ
は
、
川
や
湿

地
、
た
め
池
、
田
ん
ぼ
、
公
園
の
池
、
そ
し
て

学
校
の
プ
ー
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
に
す

み
、
見
ら
れ
る
種
類
が
違
い
ま
す
。
中
に
は
人

工
的
な
環
境
で
も
た
く
ま
し
く
生
き
る
も
の
も

い
ま
す
が
、
多
く
の
種
は
限
ら
れ
た
環
境
に
し

か
す
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。「
絶
滅
危
惧
種
」

と
い
う
と
、
大
沼
や
沼
ッ
原
と
い
っ
た
自
然
が

豊
か
な
地
域
に
す
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
今
回
掲
載
さ
れ
た
ト
ン
ボ
の
半
数
は
、

田
ん
ぼ
や
た
め
池
な
ど
身
近
な
環
境
に
す
ん
で

い
ま
す
。

　
近
年
、
人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
は
急
速
に
変
化

し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
身
近
な
自
然
環
境
も
大
き

く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
に
適
応

で
き
な
い
生
き
物
は
、
人
知
れ
ず
姿
を
消
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　
機
会
が
あ
れ
ば
一
度
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

を
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
生
き
物
と
と

も
に
暮
ら
す
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
ん
じ

　　　ス旅企画の帰り道、七ツ岩吊り橋を渡り切ったとこ
　　　ろで20m先に帰りのバスが到着。今にも走り出しそ
うだったので慌てて飛び乗ろうとしたところ、なんと!��新
宿行きの高速バスでした。目的のバスとわずか数分違いだっ
たこともあり、あやうく乗車するところ…。これも車では
味わえないエピソードです。私自身あまりバスを利用しな
いのですが、取材を通して何度もバスに乗り、色んな利用
者の話を聞いて、バスの楽しさを実感できました。　（小林）

　　　めて、プロの自転車レース・那須塩原クリテリウムを
　　　取材しました。プロのスピードになかなか付いてい
けず、写真の撮影に四苦八苦。レース途中からは雷鳴とと
もに土砂降りの雨が…。天候にも、撮影にも心が折れそう
になったとき、雨の中でも懸命に走る選手たちをみて、心
をうたれました。自分も負けてはいられないと、選手に声
援を送る気持ちでシャッターを切りました。スポーツは見
る人を熱くさせますね。　　　　　　　　　　　　　（生駒）


